




My purpose is to clarify the characteristics of elderly people feeling dissatisfied with their 
lives, the current trends of activities that contribute to society, and the opportunities and 
conditions, in order to consider methods of promoting activities that contribute to society that 
take into account the characteristics of elderly people in the dissatisfied group.
While there was little difference between the dissatisfied group and the satisfied group in 
terms of the proportion of elderly people who felt that they wanted to contribute to society in 
some way, the fact that the proportion of people actually involved in activities that contribute 
to society was lower in the dissatisfied group than in the satisfied group revealed that people 
in the dissatisfied group tended to have difficulty linking their desire to contribute to society 
with actual actions. Expanding methods for obtaining local information, enhancing workshops 
for launching activities that contribute to society, offering paid volunteer opportunities, and 
securing transportation will all be effective for promoting activities that contribute to society 
among elderly people in the dissatisfied group.
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Initiatives for activities that contribute to society by elderly people feeling 













































































































































































































家族構成 1 人暮らし 102（30.9）





















週に 1 回程度 39（11.8）
月に2.3回程度 24（ 7.3）




















































































































は、 １ 人暮らしが21%、配偶者と 2 人暮らし















あったのに対して「月に 2 ， 3 回程度以下」で




































家族構成* 1 人暮らし 21/102（ 20.6）


























































































































































































群で 5 割、不満足群で 2 割、ボランティア活動
























































































































頻度が月に 2 ，3 回程度以下であること、近所
づきあいがあまり行われていないことがあげら
れた。社会貢献活動をしたいと考えている高齢
者の割合は不満足群と満足群の 2 群でそれぞ
れ約 6 割とあまり差がなかったが実際の社会
貢献活動の実施では、生活不満足群の人は満足
群に比べ自治会活動などの各項目において活動
している人が少なく、半数以上の人が活動して
いなかった。このことから、生活不満足群の人
は社会貢献活動をしたいと意向があっても実際
の行動につながりづらい実態があることがうか
がえた。また、不満足群の人は満足群の人に比
べ地域の情報を得るための手段の種類が少ない
傾向にあり、情報の格差が生活満足度にも影響
し、社会貢献活動への取り組みにも影響を及ぼ
していることが考えられた。高齢者の社会貢献
活動の促進には、経済格差に左右されない地域
の情報の入手方法の充実、社会貢献活動を始め
るための研修会の充実、有償ボランティアの拡
充や住民による支え合い活動の一環ともなり得
る活動場所まで通う手段の保障、日頃の基本的
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な生活支援の拡充が必要であることが示唆され
た。
研究の課題として、健康状態が良くない人に
関する視点の分析が不十分であること、社会貢
献活動への参加に必要な人的ネットワークや社
会のある情報へのアクセス能力に関連があると
いわれている学歴27）についての分析が行えて
いないこと、社会貢献活動をしていないことが
生活への不満足感につながっているのか、ある
いは生き方や生活に満足をしていないという状
態が社会貢献活動への消極的な取り組みに繋
がっているのかの因果関係を明らかにできてい
ないことがあげられる。また本研究はA市の一
部の集合住宅に居住する高齢者に対して調査を
行ったものであり、生活に満足していない高齢
者の社会貢献の取り組みの現状として一般化す
るには限界がある。社会貢献活動への「意思を
持ちながら活動できていない人」と「意思を持
たず活動していない人」のそれぞれに異なる働
きかけを行っていくことの重要性28）も指摘も
されていることから、促進方法についてはより
多面的な分析が必要である。
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